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現代中国における蚕糸業の展開
一-1'折江省と江蘇省の事例を中心に一一

はじめに

本稿の課題は，解放後，とりわけ1983年の土

地の「請負」政策の実施以後の，現代中国にお

ける蚕糸業，なかでも養蚕業の展開過程および

そのメカニズムを分析することにある。

中国はシルクの発祥地であり，現在の繭及び

生糸の生産量ならぴに輸出量は世界一位の座に

ある。過去においても，現代においても，蚕糸

業，特に養蚕業は農業大国である中国の経済発

展にとって重要な役割を果している。

「改革・開放」後の1982年 1月に，中国政府

は「中央一号」文件を公布し，翌年から全国の

農村地域で耕地の「請負j政策を実行した。養

蚕業は，これを機に「集団養蚕Jから「個人養

蚕Jへと移行した。この結果，今や龍頭企業と

呼ばれる巨大製糸メーカーが台頭し，従来の伝

統的な蚕糸業の構造を大きく変えつつある。ま

た，このような構造変化にともない，蚕糸業の

主産地も移動しつつある。

いったい， I改革・解放」後の中国蚕糸業は

どのような方向に向っているのだろうか。また，

そのなかで，製糸メーカーと養蚕農民はいかな

る関係に変化しているのだろうか。

そこで，本稿では，現代中国の蚕糸業を第一

に農業部門の一つで、ある養蚕業と工業部門の一

つである製糸業との産業連関論の視角から，第

二に中国の養蚕地域の構造変化という視角から

分析することにしたい。本稿で明らかにするよ

うに，中国の養蚕業及び製糸業の産地の盛衰は，

中国蚕糸業の発展様式の新旧交替を意味する。

したがって，伝統産地と新興産地とを比較分析
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することにより，現代中国蚕糸業の発展メカニ

ズムを動態的に描くことが可能となろう。

ところで，これまでの養蚕及び製糸業の研究

については，主に1940年代に日本の研究者に

よってなされてきた。他方，現状分析，特に

1983年以来の二十数年の急速な発展についての

本格的な実証研究は希薄である。

だが，中国建国前の研究ではあるものの，前

者の分析方法については学ぶことが多く，とり

わけ1940年代における満鉄上海事務所によって

行われた中国の現地調査の調査方法と東亜研究

所による『経済に関する支那慣行調査報告書一

支那蚕糸業における取引慣行_jl)の研究成果

は現状分析にも適用できる内容となっている。

この報告書は，養蚕業及び製糸業を一貫体系と

して把握し， 1940年代当時，中国における繭及

び生糸の生産構造と流通構造を詳しく分析して

いる。

他方，分析の最新の調査報告としては，中央

蚕糸協会客員調査員羽田有輝氏による『中国蚕

糸絹業現地調査報告(1)-(4)jがある2)。これは，

1990年代半ばの中国糸綱公司改制以降，とりわ

け2001年末の WTO加盟後の中国の製糸業，

絹織業及びシルク製品の輸入輸出状況に注目し

た調査報告である。この調査報告書では，現在

中国における絹織業の生産状況，絹織物の生産

技術と紡績業の現状が述べられているが養蚕業

に関する分析はほとんどなされていないという

限界がある。

1) 京都帝国大学支那経済慣行調査部，第六調査委員会

[1944]。

2) 羽田 [2005]。
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本稿では，以上の研究成果に学びながら，現

代中国蚕糸業の展開過程を，特に， 1983年に実

施された土地「請負」政策以降の蚕糸業の状況

に焦点をあてて分析していくことにしよう。

とはいえ，現代中国の蚕糸業に関する公表

データは，かなり限られており，調査報告につ

いても断片的なものにとどまっており，独自調

査が不可欠となる。そこで， 2005年夏に現地調

査を行った際に収集した資料に基づいて分析す

ることにしたい。養蚕地域の調査対象は，養蚕

業の歴史が最も長いi折江省の杭州市，湖州市，

海寧市と江蘇省の鎮江市，無錫市，海安県の 6

つの地域である。

最後に本稿の構成について説明しておきたい。

本稿は「はじめにjと「おわりに」を除く， 3 

つの章からなる。

まず，第 I章では中国の養蚕業及び製糸業の

現状を紹介し，伝統産地及び新興産地の区分方

法を提示する。そして 第E章においてi折江省

の湖州市の具体例を挙げ，伝統産地の状況を分

析する。最後に，第E章では江蘇省海安県を例

として，新興産地の発展メカニズムを伝統産地

と比較し，解明してゆく。

なお，本稿中で使用する中国語の政策名，地

名，企業名及び人名などは全て中国語の漢字を

日本語の漢字に転換し，脚注を付してその意味

を説明している。

I 現代中国における蚕糸業の概況

周知のように，現在，蚕は家蚕，野蚕，その

他の類大きく 3つの種類に分けることができ

る3)。家蚕は主に桑を食べるので桑蚕と呼ばれ，

その繭は桑繭と呼ばれている。本稿では，主に

「家蚕」すなわち「桑蚕jの飼育及び「桑繭」

の生産過程を分析している。

シルクの生産過程は桑の栽培から蚕の飼育，

繭の収穫，生糸の生産，絹織及び染色，アパレ

ル製造まで含まれている。通常，この流れの中

で，桑の栽培，蚕の飼育と繭の収穫までの生産

3) 中国農業科学院蚕業研究所編 [1990]。

過程を養蚕業，生糸の生産過程を製糸業と呼ぶ。

本稿では，蚕糸業の基礎となる養蚕業に注目

する。

1 養蚕業

1) 桑及び桑園の状況

桑は多様な気候，地理条件に適応し，栽培し

やすい植物である。桑の栽培技術や品種開発問

題は1980年代から重視され，養蚕地域の桑の優

良品種採用率は全国平均で80%以上に達した4)。

桑の栽培では， 1990年代後半から，接木方法と

いった栽培方法が全国で広範に運用されるよう

になった5)。接木方法で栽培した桑の効率性は

非常に早く，成長期の一年目から収葉できる。

しかし 8年目が過ぎると生産性が落ちるので，

桑を更新しなければならない。

中国の桑園の状況では 1949年解放以降1990

年までの間，桑園面積は緩やかな成長傾向を見

せていたが， 1991年から1997年までの間，桑園

面積は大きく波動していた(第 1図)。現在，

中国では25の省及び地域に桑園が分布している。

2002年時点で四JII，江蘇，山東， 7:折江，重慶，

安徽の 8つの地域の桑園面積は，全国の総桑園

面積1131.42万ムー6)の79.4%を占めている7)。

2) 蚕の飼育及び繭の生産状況

中国の伝統的な養蚕の生産過程は，養蚕前の

準備8)，蚕種の催青9)から，蟻蚕に鮮化，稚蚕

共同飼育，成年蚕の飼育，上族，営繭，収穫と

いった工程で行われている。

蚕種は「蚕種生産許可証Jを持っている各地

域の蚕種生産工場で生産される。催青済みの蚕

4) 中国糸網協会『中国糸網年鑑』編輯部編『中国糸綱年

鑑j2000年創刊版， 2001年 6月，糸網雑誌社， 130ページ。

5) 2005年 7月，中国糸綱協会の銭永清副秘書長に対する

聞き取り調査による。

6) ムーは中国の面積単位である。 1ムーは約0.066ヘク

タールである。

7) 中国糸網協会『中国糸綱年鑑』編輯部編『中国糸綱年

鑑j2003年版(第 4期)，糸綱雑誌社， 2004年3月。

8) 現場では，養蚕前の準備は蚕種癖化させる10日程前か

ら養蚕室及び養蚕用具の清掃及び消毒を行う。これは，

蚕病の予防のために重要な作業である。

9) 催青は低温で蚕の成長を停止させ，寝かした蚕種を活

性化させる過程である。
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資料:r中国統計年鑑』中国統計出版社，各年版より作成。

種を鮮化させ，稚蚕を稚蚕温度及び湿度のコン

トロールできる稚蚕飼育室で飼育している。こ

の飼育法は，稚蚕の死亡率を従来の飼育方法よ

り減少させることができる。

稚蚕期を過ぎると，給桑10)と上藤11)が，養蚕

労働の中心的な仕事になる。中国では，伝統的

な族は干し稲草で編んだ自家製の「稲草族jで

ある。「稲草族」以外には，紙製の「方格藤」

がある。この藤で生産した繭は従来の「稲草

族」繭より，質が高く，特に解じょ率12)が高い

ので，機械製糸に合うという特徴がある。

養蚕過程は， 1回の蚕種から繭を収穫するま

でに約45日聞かかり，通年にわたって養蚕でき

るわけではない。これは桑の自然の成長状況に

規定されているからである。地域によって桑の

生産及び養蚕の時期は異なる。漸江省，江蘇省

など東南部地域では，桑の葉の自然成長は 2ヶ

月間をかけ， 4月前後に若葉を収穫できる。そ

して， 11月前後に成長がほとんど停止し，葉の

質も落ちる。このように，養蚕は 4月から10月

までの聞に行われる地域が多い。

10) 給桑は蚕に桑の葉を与えることである。

11) 藤は蚕を営繭させる道具である。上張は蚕を藤の上に

移動する意味する。

12) 解じょ(野)率とは繭糸が繰糸の途中で切断した回数

の多少を表すもので，平均繭糸長に対する平均解じょ糸

長の百分比をいう。『蚕糸学用語集.11970年による。

91年 94年 97年 00年 03年

養蚕業は，小規模な家内労働力集約型という

特徴がある。現在の養蚕は，家内労働様式で，

基本的に l戸の農家を経営単位として小規模に

行われている。養蚕の規模は，桑園面積と労働

力の 2つの要素に規定されている。現在，江i折

両省の各農戸の養蚕規模は， 1戸当り 2ムー未

満の桑園では，多くても蚕種4枚の養蚕規模に

とどまっている。他方，労働力の保有状況は養

蚕規模の拡大を制約する要素である。養蚕の労

働には，除虫，施肥，収葉などの桑園の管理の

作業，そして給桑，上族など蚕の飼育の作業と

いった細かい手作業が含まれている。養蚕業の

労働過程は極めて細分化され複雑であるため，

養蚕業は機械化や大規模化が難しい産業である。

また蚕病も，大規模生産を困難にしている13)。

2 製糸業

1) 繭の生産及び流通状況

繭の生産量では(第 2図)，建国から90年代

まで桑園面積の推移と同様に増加していた。

1994年に67.4万トンのピークに到達したが，そ

の後，第二次繭大戦の影響で1996年に40万トン

13) 2000年に江蘇省大豊県ではビニールハウスを蚕室とし

て利用し，蚕種約100枚の規模で大規模養蚕を試みたが，

2003年頃に，蚕病が一斉に発生したため，殆どの蚕は病

死し，僅か 2年で大規模養蚕の試みは失敗した。
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資料:中国糸綱協会『中国糸網年鑑』編輯部編『中国糸綱年鑑』糸網雑誌社出版， 2000年版， 467ページより作成。

まで下落した。 1997年以降，やや落着いた形で

増加しつつある。

養蚕業は，各養蚕農民の家内で小規模に行わ

れているので，収穫した繭製品は各農家に分散

している。一般的に，繭は「蚕繭収購姑」もし

くは「蚕繭収供姑J14) (以下は両方とも「収供

苅」と省略)という場所を通じて，毎年の収穫

季節に集荷される。「収供姑」は製糸工場が多

くの養蚕農戸から繭を買い集める窓口となって

いる。繭は「収娯結」から商品となり，市場に

入る。「収供姑」を通じて，集荷される繭の量

を収購量として統計される。繭の収購量は繭の

生産量と比べ，常に連動しているわけで、はない。

1980年代末まで，繭の収購率(繭の生産量対繭

の収購量の比率)は90%以上だ、ったが， 1990年

代以来収購率は70-80%の聞にとどまっている。

収購率の低下に関しては，繭の収購の変遷及び

繭収購価格の変動に大きく影響を受けていると

考えられる。

建国初期には乾燥設備のある製糸工場が自ら

原料繭の調達を行っていた。乾燥設備のない製

糸工場は，所在地の「供錯合作社」に委託し，

繭の買い集めを行っていた。 1950年代前半に，

14) r収購桔」は，乾燥設備のない繭の収購場所を指し，

「収供桔」は簡素な乾燥設備を備えている収購場所を

指す。

全国各地に相次ぎ「糸綱公司」が建てられ，製

糸工場の繭の買取は1980年代まで糸網公司の管

理の下に， I供鎗合作社jを通じて行われてい

fこ15)。

建国以来， 1983年までの間，繭の売買の規制

は少なく，取引は自由であった。製糸工場及び

養蚕大隊の聞は前述の「合作社」を通じて自由

に売買されていた。

1983年の「請負J政策の実施以後，全国の各

養蚕地域は相次いで集団養蚕から個人養蚕に転

換し， I供錆合作社」は実質的に現代の「収供

責占Jにかわった。

繭収購価格の設定については，各養蚕地域は

春と秋の 2回の養蚕時期に，養蚕農民，桑蚕技

術指導桔，収供部門，製糸工場及ぴ当地の物価

局等養蚕の関係部門を招き， I繭定価座談会J16)

という話し合いの場を設け，その地域の生産状

況に基づき，当期繭の収購価格の可能な範囲を

予測し，各省の農林局の養蚕上級部門に報告す

る。そして，各省の農林局はその地域の当期の

繭収購価格の範囲を定めるという方法である。

この 5つの関係部門の中で，繭の定価に直接

15) 王庄穆編 [2004J。

16) 今回調査を行った養蚕地域では，ほとんどこのような

「座談会」で繭価格を予想している。四川省や山東省な

ど主な養蚕地域では，調査を行つてないが，江i折両省で

の開き取りによると，この方法が全国的に用いられている。
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利益関係のあるのは養蚕農民と製糸工場である。

現在のところ，繭の主な生産地域で収供結の多

くは当地の製糸工場の傘下に包摂されているの

で，収供姑と製糸工場の利害関係は一致してい

るといえる。技術指導描及び物価局は，政府部

門でありながら，養蚕農民と製糸工場の中間に

位置し，仲介入の役割を果たしていると思わ

れる。

1983年以降，養蚕は一気に発展し始め，繭の

産出量の増加にともない，各地域の製糸工場は

養蚕業の発展以上の伸びを示した。そのため，

一部の地域では深刻な繭原料の不足状況が起き

ていた。 1987年には繭の売買は混乱状況に陥り，

繭の収購価格は暴騰した。これは， I第一次繭

大戦J17)の爆発原因となった。「繭大戦」を静め

るためには繭売買の市場を規制しなければなら

ない。そして， 1988年9月22日には，国務院が

『国務院関子繭糸収購和出口全部実行統一経営

管理的緊急通知』を公布して以来，繭の収購は

中国糸綱進出口公司が各省の分公司18) (以下糸

綱公司とする)に委託し，全て統一収購となっ

た。このように，糸綱公司が繭の収購及び流通

を統一的に管理することによって，短期的に繭

の価格を安定させ，そして当時の国営製糸工場

と郷鎮の小規模製糸工業の繭原料供給の競争を

緩和し，国営企業への繭供給を保障することも

できた。

1998年にも「繭大戦jの再発を防止するため

に， r蚕糸価格和流通管理弁法Jが公布され，

繭収購の統一管理は再び強化された。しかし，

この統一管理権は省政府から県政府までに与え

られたため，余りにも分散してしまった。その

結果，養蚕の歴史の長い江j折両省の各地域は，

この管理権を利用し，地域外への繭流通を阻止

した。このように， r統一管理権Jの濫用は，

実際には繭の自由流通にとって障壁となった。

2002年2月に国家経済貿易委員会及び国家発展

計画委員会等部門は，改めて『繭糸流通管理弁

17) i繭大戦」は繭原料の売買をめぐる紛争である。中国

語の原文は「蚕繭大戦」という表現を用いている。

18) 分公司は，子会社の意である。

法』を公布し，各地域とも不当な繭経営の障壁

は削減すべきだと指摘した。

2) 生糸の生産状況

中国の製糸業では， 1949年から1990年代前半

まで，繭の生産と製糸はともに順調に発展して

きた。この間，製糸業の需要に対し，繭の生産

量はやや供給不足の状態であったが，製糸業の

発展につれ，この供給不足の状況はさらに深刻

になっていった。 1983年の「請負」政策の実行

は，養蚕業の土地使用問題を解決し，養蚕業の

急速な発展に大きな影響を与えた。第3図の示

すように， 1988年以降， I繭大戦」の余波が沈

静化し，養蚕業は本格的に発展し始めた。 1993

年， 1994年に，繭の生産量はピークとなった。

この段階では，繭原料の増加に応じ，各養蚕地

域の既存製糸工場では，繰糸設備の増加や小規

模製糸工場の新設により 生糸の生産能力は

1997年にピークに到達した19)。この状況は，特

に伝統的な産地によく見られた。

1994年から1995年にかけて第二次「繭大戦」

が起きた。これは養蚕業の繭産量の急速な増加

と製糸工業の発展の遅れとの矛盾が頂点に達し

た結果だと考えられる。つまり，養蚕の農業と

製糸の工業の発展の矛盾である。第二次「繭大

戦」後，各産地の繭収購価格は暴落し，養蚕農

民の収益は大きく減少した。養蚕農民に対し，

繭収購価格の暴落は養蚕業に利益が無いという

考えをもたらした。その結果， 1991年からの大

部分の新造桑園は，この時期に養蚕農民の手で

自ら破壊され，桑園は他用途に転換された。

1995年には桑園面積の大幅な減少が目立つ(第

1図，第 2図，第3図)。

1995年から繭原料の供給量は大幅に減少した

が，遅れて発展した製糸業は，すぐにはそれに

対応できなかった。 1997年に多数の集団所有

の小規模製糸工場及び経営の不振の国営大規模

製糸企業は，前年度の繭原料の供給不足，設備

の老朽化などの原因により 破産の危機に直面

した。この状況に対し，中国紡績総会は国務院

19) 王庄穆編 [2004J337ページ。
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資料:1949年一1999年は顧国達 [200lJ附表6より作成。 2000年からは『中国糸網年鑑J2003年版より作成。

を通じ，同年 7月に「全国繰糸，絹紡企業生産

準産証管理弁法」を起草し，全国の製糸及ぴ絹

織企業に施行した20)0 1999年まで，二年連続で

製糸の生産能力は減少した。このような中，i折
江省は重要な主産地のーっとして， 2000年の生

産能力は28万7400錠21)で全国の約62%も占めて

いる。 1999年と比べ，i:折江省だけで約2.76倍，

約18万3300錠も増加した。 2000年の全国的な急

増は，主にj折江省の生産能力の上昇の結果と考

えられる。このi折江省の製糸業の急成長に対し，

もう一つの重要な産地である江蘇省は， 1999年

と変わりなく約 5万2900錠のレベルでとどまっ

ていた。養蚕業と製糸業の関係から見ると，製

糸能力の2000年の急成長は，繭の生産量の増加

に応じたものといえる D その後も繭の生産量及

び製糸量がともに順調な発展傾向を見せている。

3 養蚕業の産地移動

「請負J政策が施行されてから，土地の使用

権は農民まで分散し，以前の桑園は他用途に転

用される可能性もあれば水田だった耕地が桑

園に改造される可能性もでてきた。このように

養蚕業の立地は非常に変化しやすい状態となっ

20) 同上書。

21) 錠は，日本語では「緒」という。これは紡績業で使わ

れ，生産能力の単位である。

fこO

また，工業の発展などの要因が蚕糸業の立地

に大きな影響を与えている。すなわち，主に養

蚕業の拡大及び産業促進政策の遂行，例えば，

「東桑西移J22)のスローガンによる工業の発展

及び都市化の進展に伴って発生すると考えられ

る。蚕糸業主産地の移動は省の間だけでなく同

一省内の地域間でも発生している。例えば，第

1表は1980年以降の桑園面積及び単位面積当た

り繭生産量を，省レベルの主要産地問で比較し

ている。この表からは，明らかに伝統産地で

あった東部の斯江省の比重が下がり，近年にな

るほど西南部に立地する広西省の比重が高まっ

ていることがわかる。同一省内の産地移動状況

では，例えば，第 2表を見ると重要養蚕地であ

る漸江省では1984年から2000年の聞に東南沿岸

部及び南部地域の桑園面積ともに繭産量も減少

している。一方，内陸にある西部地域の繭生産

量は1984年の僅か7.6%から2000年の12.4%ま

で上昇した。このように，漸江省内部では，繭

の主産地が沿岸部から内陸や西部へと移動して

いることがわかる。

22) i束桑西移」は1990年代末頃に，中国の「西部大開

発」のスローガンの影響で，蚕糸業とりわけ養蚕業の一

部を東沿岸部から西南部の四川省，雲南省，広西省，貴

州省などの地域に移転させるという養蚕業の独自の発展

のスローガンである。
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第 1表 全国主産地の桑園の分布状況と単位面積当たり繭生産量 (単位:万ムー， kg/ムー)

1980年 1990年 1995年 2000年 2004年

面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率
1ムー当たり

面積 比率
1ムー当たり

の繭生産量 の繭生産量

全国 581 100% 726 100% 1，745 100% 949 100% 49 1，129 100% 49 

i折江 127 21.86% 131 18.04% 146 8.36% 116 12.23% 83 112 9.92% 72 

江蘇 78 13.43% 174 23.97% 330 18.91% 130 13.70% 75 145 12.84% 77 

四川 200 34.42% 144 19.83% 530 30.38% 160 16.87% 46 160 14.17% 50 

山東 28 4.82% 35 4.82% 64 3.67% 80 8.43% 47 60 5.31% 57 

重慶 142 8.14拓 120 12.65% 20 150 13.29% 18 

広西 26 1.49% 25 2.64% 86 130 11.51 % 73 

資料:1995年一2002年は『中国糸網年鑑.12003年版，表3-3より作成。 1980年一1990年は王庄穆編 [2004]55ページ，表

2 -1より作成。 2004年は雑誌『蚕業信息.1， 2005. 1期の『資料』により作成。

第 2表 i折江省各地域の養蚕状況変遺 (%) 

北部(杭嘉湖) 中部(薫紹)

1984年
A 65.51 10.23 

B 75.5 8.2 

1992年
A 58.1 11.4 

B 69.4 9.2 

2000年
A 69.2 9.36 

B 75.5 7.42 

注:A:総桑闇面積に占める割合 B:総繭産量に占める割合

資料:i折江省桑蚕志編纂委員会編 [2004]表 1-13より作成。

前述のように，現代中国の養蚕業で生起して

いる産地移動や地域聞の生産性格差の拡大は，

雨量や気候などの自然条件以外の新たな社会的

条件によって規定されているとみなすことがで

きる。したがって，養蚕地域間の変化，立地移

動の状況を究明するには養蚕地域をより適切に

区分して分析することが必要不可欠である。

従来中国における養蚕地域の区分方法は単に

各地域の自然及び生態環境条件だけに基づいた

もの23)及び過去4，5年の地域の繭産量や桑園

面積を基準としたもの24)がある。しかし，この

ような方法では養蚕地域の産地移動や生産性の

変化を反映することが出来ない。そこで，本稿

では「伝統産地」及ぴ「新興産地」という新た

23) 全国蚕業区分研究協作組編口988]19ページ。

24) 顧国達 [2003]81-83ページ。

西 音日 南 音日 東南沿岸部

10.5 10.84 2.92 

7.6 6.6 2.1 

15.5 13.4 1.6 

12.2 8 1.2 

13.8 7.09 0.57 

12.42 4.27 0.39 

な区分方法を提示したい。

「伝統産地j とは，養蚕の歴史が長く， 1983 

年以降，孤立した養蚕農民が戸単位で養蚕を営

む分散的，伝統的な生産方式を用いて，生産が

衰退しつつある産地である。伝統産地はしばし

ば産地移動の出発点である。現在中国では， ~折

江省，江蘇省の一部の養蚕地域は典型的な伝統

産地の例である。第E章で， i:折江省の湖州市の

伝統産地の例をあげ分析してみたい。他方，

「新興産地Jとは，養蚕の歴史は長くないが，

土地の「請負」政策の実行を機に，企業などに

とって養蚕農民が組織された新たな生産方式を

運用し，生産量などが増加し，生産性も比較的

高い産地のことである。新興産地については，

伝統産地の域内あるいは周辺地域で形成する例

もあれば， I東桑西移」政策の実行を機に，雲
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南省や広西省の新たな地域が台頭する例もある。

そこで第皿章では，伝統産地の江蘇省に立地す

る海安県の例を取り上げて，新興産地の新たな

運営方式を詳しく述べることにする。政策に

よって新たな地域に立地する新興産地の事例に

ついては今後の課題にしたい。

11 伝統産地 漸江省湖州市の事例一一

1 湖州市の概況

中国の重要な養蚕地のーっとして知られてい

る湖州市は斯江省の北側，太湖の南側に位置し，

太湖流域の一部である。西は杭州市，東は嘉興

市と接し，水陸交通は便利である。総面積は約

5819 knfである(地図参照)。湖州の農業構造は，

養蚕と食キヰ作物の栽培が中心となっている。養

蚕業は湖州市農民の重要な現金収入源となって

いる。

2003年の耕地面積は328.4万ムーであり，桑

園面積は30.1万ムーとなっている。同年の農

戸25)及ぴ農業人口は約49万戸，そのうち約22.4

25) i農戸」は，中国語の一家を表す言葉であり，本稿で

はこの中国語の表記を用いた。

万戸の農戸が養蚕業に従事している26)。養蚕農

戸は湖州の農戸の46%を占めている。現在の桑

園面積は最大限に達していると考えられる。桑

園面積はほぼ横ばいで推移しているが， 1ムー

当りの平均生産量が増加しているため，繭の産

出量は増加傾向にある。 1949年の解放以来，

1996年「蚕繭大戦」の影響で桑園面積が急増し

たとき以外は，湖州の桑園面積は順調に拡大し

ていたものの， 1983年の「請負J政策の施行以

来，繭の生産量は大きく変動している(第4図)

2 伝統産地における蚕糸業の生産構造

伝統産地の蚕糸業生産は 養蚕業及び製糸業

の二つの生産及び管理系統に明確に分かれてい

る。政府部門である農業庁による養蚕農民の技

術指導や養蚕業の生産及び管理系統と製糸及び

絹織工場を持つ元糸綱公司による繭の集荷，生

糸の生産ないし絹織までの生産及び管理系統で

ある(第 5図)。二つの系統とともに緊密に連

携しているのは基礎となっている養蚕農民で

26) 湖州市農業統計局 [2004J。
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資料:1949年一90年のデータは，湖州市蚕業管理総括 [1996]の表 8-1 ，表8-4より作成。

ある。

1) 伝統産地の養蚕業の技術指導及び生産管理

各地域には農業を指導管理する農林局という

政府部門がある。実際に，各養蚕地域で養蚕農

民に技術指導を行うのは「桑蚕技術指導姑j27)

(以下指導描とする)という下級部門である。

養蚕期が始まる前に，指導桔は所在地域の桑の

栽培状況を把握し，桑の品種を選定する。指導

描は技術指導員を桑園まで派遣し，技術指導員

が直接に養蚕農民に，接木法や，除虫，施肥な

どの桑園管理の指導を行うことができる。そし

て，養蚕前の準備から 催青した蚕種を養蚕農

民への配布，最後に養蚕の技術指導まで指導結

の責任範囲となっている。養蚕農民への技術指

導以外にも，養蚕期始まる前に蚕種生産量の集

計，蚕種場への蚕種生産の指導，蚕種の催青ま

で指導姑が分担する。

しかし，伝統産地では，多くの指導姑が人員

減少及び人員不足の問題を抱え，実際にすべて

の養蚕現場まで技術指導員を派遣することがで

きない地域が多い。 1983年以来，以前の「集団

養蚕J時代よりも養蚕農戸の状況は分散し，各

地域の養蚕及び桑栽培に関する技術指導の負担

が重くなっているにもかかわらず，実際に技術

27) 地域によって，名称が異なることがある。筆者。

人員の人数は減る一方で、ある。 1984年から2000

年までの僅か15年の聞に，人数は約30%も減っ

てしまった地域もある。 2005年夏時点において

は湖州市の指導姑も十数人の指導員しかいない。

2004年に湖州市の茶，果物などの指導描と合併

し， r湖州市経済作物技術推広姑J28)の桑蚕技術

指導姑となっている。厳重な人員不足状況の下

で，一部の伝統産地では指導姑による定期的に

技術指導講座を設け，養蚕農民を集め，集中的

に技術指導を行う方法もよく見られる。このよ

うに，指導を受けた養蚕農民が，さらに村の中

の指導講座を受けていない養蚕農民へ技術など

を伝える。どころが長年養蚕経験を持つ伝統

産地の養蚕農民にとって，指導結による技術指

導よりも各自の養蚕経験の影響力が強い。言い

換えれば，養蚕農民自身の生産経験が豊かであ

ればあるほど，農民が新技術を受け入れ難く，

伝統産地での新技術の推進が困難になる状況が

伝統産地ではよく見られる。

このように，伝統産地では唯一養蚕農民の全

体状況を把握できる政府部門である指導姑は，

養蚕地の部門間の調和作用が十分発揮できてい

ない状況がうかがえる。

蚕種の生産を行う蚕種場は養蚕業のもう一つ

28) 経済作物は換金作物の意である。
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資料:調査資料より作成。

主要部門である。上粧したように，蚕種の生産

量及び品種設定は各地域にある指導姑が行う。

蚕種場は指導描が作成した蚕種生産計画に従い，

蚕種生産を行う。このように，伝統産地では，

一般的に各地の蚕種場が蚕種の生産及び貯蔵を

分担し，催青及び蚕種の分配など蚕種の経営に

関しては，同地の「指導姑jが分担する。蚕種

場で、の蚕種の生産については，生産許可29)が必

要である。そして，蚕種を農民に販売する際に

も，蚕種経営権がなければならない。現在，伝

統産地の蚕種場は 生産許可及び蚕種経営権の

両方を所持する場合が多いという。そうなると，

仮に蚕種場が蚕種経営をすれば，同地の「指導

姑」との競争が不可避となる。

2) 伝統産地の糸網公司と収娯姑

第 I章で述べたように，現在，伝統産地では，

繭の流通から製糸，絹織及び繭糸製品の輸出ま

29) この生産許可は， i折江省農業庁の「一代交雑蚕種生産

資格証書」を指す。
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ている。

1982年10月には，中国は国務院直属の「中国

糸綱公司」を設立し30)，養蚕の農業部門と協力

して，繭の収購から糸綱製品の貿易までを一括

管理することになった。中央の「中国糸網公

司」の下に，地方では各地域の分公司が立ち上

げられた。こうして，繭の収購部門である「収

供姑」は，各地の糸綱公司の下で管理されるよ

うになった。

しかし， 1986年に，国務院は「中国糸網公

司jを撤廃する。各部門は紡績部，外貿部に戻

された。したがって，各地域にある「分公司J

の上級部門も解散された。そして， 2回の「繭

大戦Jを経て，各地の糸網公司とも体制改革31)

(以下改制とする)に直面した1996年には，国

務院が「繭糸綱協調小組jを設立した。これは

政府部門の役割を代替するものではないが，政

府の代表として，全国の製糸及び絹織企業の改

革を調整する機構となっている32)。同年， 10月

に国務院は「貿工農，産供鈴一体化」の方針を

提唱し，それに応じて，各地域の「糸網公司」

が各地域の養蚕系統の各機構を「指導描」まで

一括して管理するようになった33)。

近年，各地域の「糸綱公司Jが改制され，従

来の固有企業から株式企業や民営企業に転換し

た。そして， I指導姑」は政府部門である農林

局に戻ったが， I収供描Jは未だに「糸綱公

司」の下に残っている。

例えば，湖州市の繭の収購及び乾燥では，湖

州市の幾つかの糸綱公司が各地域の繭の「収供

姑」を所有し，繭の流通を把握している。例え

30) 加工省桑蚕志編纂委員会編 [2004]36ページ。

31) 固有企業の改制は「企業システムの体制転換Jともい

う。それは複雑な原因によると考えられる。伝統産地に

おける固有糸綱公司の改制の原因については，調査によ

ると，蚕糸業の衰退に伴って糸綱公司の利潤が急速に減

少したことによる。その上， 2回目の「繭大戦」以降，繭

価格そして生糸市場は非常に不安定な状況に陥ったため，

多数の糸綱公司は資金がi固渇した。このような状況で，

糸網公司を改制し，株を発行し，上場させるのは，糸綱

公司にとって，経営を続けるための最善の方法だった。

32) 中国糸綱協会，前掲書， 2000年版， 347ページ。

33) 向上書， 452ページ。
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ば， I湖州中維繭糸経営有限公司J(以下，中維

糸綱公司とする)が「呉興区」及び周辺地域で，

「嘉陵糸綱公司」は「徳清」地域で， I寧江糸

綱公司」は「安吉」地域のように，湖州全市の

地域別の繭の収購をコントロールしている。

製糸工場が繭を収購するには，国家の繭経営

許可が必要で、ある。この経営許可を得た工場の

多くは，原糸網公司が改制した現在の「新公

司」である。しかし，許可を得ていない製糸工

場の繭原料は許可を得た工場から買い取らなけ

ればならない。このように，伝統産地において

繭収購許可をもっ製糸工場は， I収娯姑Jを通

じて養蚕農民から繭を買い集め，それらを，自

社だけではなく，他の製糸工場にも配分するよ

うな形で，繭が流通しているのである。した

がって，伝統産地のこの繭の商品化の中では，

養蚕農民及び「収焼結Jや製糸工場郎ち糸網公

司と直接的に結ぼれていないと考えられる。養

蚕農民は，繭価格の設定にも発言力が弱く，養

蚕に関する政策の制定にも殆ど影響力の無い状

況である。

既に述べたように，繭の収購価格の定価は，

まず，各地域で養蚕業関係機関が共同で参考価

格を定め，この参考価格にしたがって，収購の

際に，高質繭は比較的高値で，劣質繭を比較的

低値で買い取る， I優質優価jという原則があ

る。 1983年から1990年代後半までの聞は，収購

の際，繭質の検定が大変厳しく行われていた。

そのため，各養蚕農民の繭の品質差に応じて，

繭の値段が異なり，養蚕農民の収入にも差が

あったD つまり，養蚕農民が繭品質向上のため

に，投下したコスト及び労働は繭の収購価格に

反映できていた。

現在，繭の質の検定は重視されなくなったに

は幾つかの原因が考えられる。まず，近年各地

の糸綱公司が改制され，民営企業となった。そ

して，その下にある固有の「収供描」は，破産

もしくは，殆どが現在の糸綱公司に買収されて

しまった。 1990年代半ば，製糸工場では深刻な

繭原料不足の状態となり 繭の収購量が重視さ

れ，繭の質は重視されなくなった。次に，この

ような状況のもとで， I収娯姑」の数が減った

ため，残った「収煤結」では繭の収購時期に一

層収購負担が増加した。この結果，人員不足に

より従来の複雑な検定手段を省略してしまった。

最後に，現在の糸綱公可は，各「収娯結」の常

備人員を最低限に縮減し，収購期に技術的に無

経験で不熟練な臨時工など大量に雇い入れた。

このため，収購の際に，繭品質の検定が簡単な

器械で判断されたり，一部の地域では収購係員

の感覚だけで判断されたりするだけで，繭品質

の検定の精度が大幅に低下するという問題が生

じた。かりに，繭の質の差が検定されても，そ

の差は収購価格に反映されるのではなく，現物

の繭でその差を補填する方法34)を用いるので，

養蚕農民の間では不満の声も上がっている。

3) 伝統産地の養蚕農民

一「湖州市南j尋区練市鎮朱家兜村の朱家の事例一一

2005年で51歳になる朱阿三さんは， 41歳の妻

と19歳及び11歳の娘2人の一家4人で暮らして

いる。長女は高校卒業後 出稼ぎで湖州市内に

ある工場で働き，農業労働には従事していない。

次女は現在小学校4年生で，軽い農業作業を手

伝っている。朱さんと妻の二人がこの一家の農

業労働力となっている。

朱さん一家(以下朱家とする)は長年にわ

たって養蚕業に従事し続けてきた。朱家は1983

年からおよそ 3ムーの桑園及び約 4ムーの水田

を営んでいる。水田で生産しているコメは一家

4人の食糧を保障し 一家の野菜や果物は全て

市場から購入するようになった。飼っている10

羽の鶏及び鴨は全て自家消費用だという。 2年

前まで，朱家では現金収入源の殆どを養蚕に

頼っていたが，最近は毛皮の取れるウサギの飼

育も試みている。

湖州市政府による数回にわたる桑園整備を

行っていたが，数十ヶ所に分散していた朱家の

3ムーの桑園は，まだ 9ヶ所に分散している。

34) 現在では，国家が繭の質を 9段階で分けている。級

数の高い方は収購価格も高い。この実物繭の補填法は，

例えば， 100 kgの9級繭は110kgの7級繭と同じ値段に

なるというふうに計算される。したがって，差が小さい

ため，質の差が明確にされる区別ができない。
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朱家から最も離れている桑園は，朱家から約

500 m の距離にあるという。朱氏は自転車の両

側に付けた 2個の大きな竹網龍に桑葉を入れて

桑園から運んでいるという。

2005年夏の時点で，村では， 3 ~ 4ムー程度

の桑園が40ヶ所に分かれているようなところも

あるという。面積の最も小さな桑菌では， 2本

の桑しかない35)。このように，桑園はまだ零細

で分散しているため，桑葉採りの作業は大変な

労働力を要した。この状況を改善するために，

湖州市政府は公的資金を投入して，土地整備を

続けている36)。

3ムー桑園を所有する朱家の2005年の養蚕状

況は，春に 5枚，夏に 2枚である。早秋と中秋

には 5枚ずつの予定となっている。年間では約

17枚の養蚕量となっている。朱家では，夫婦 2

人で 5枚の養蚕量しかできないため，桑の葉は

毎年余ってしまうという。このため，稚蚕飼育

段階で，若葉を桑葉の足りない養蚕農戸に低価

格で、売っている。しかし，養蚕農戸と養蚕農戸

の聞には桑葉の需給状況に関する情報は少ない

うえ，養蚕時期の相違などがあるため，朱家の

ように余剰桑葉を販売する農戸は少ない。

以前，この地域では，一年間で約 4回養蚕を

する農戸が多かったが，近年夏が暑いため，夏

の養蚕をやめ， 3回しか養蚕しない農戸が増え

てきた。 2005年の春繭価格は例年よりやや高め

の1020元/担37)であるので，同年の養蚕量は例

年より多いという。湖州地域のフッ素汚染状況

を受け， I指導結」の技術指導の下で， I春蚕秋

養J38)という湖州特有の飼育方法を採用してい

る。

朱家には，稚蚕共同飼育室が建てられている。

共同使用している 3戸は共同で出資し，朱家の

35) 2005年7月，朱家兜村での聞き取り調査による。

36) 2005年 7月，湖州市「指導描」の柳氏に対する聞き取

り調査による。

37) 担は，中国で使われている繭の重量を測る単位である。

1担は約 50kgである。

38) 春で飼育する品種を秋に飼育するという意味である。

湖州市「指導姑jの柳氏の話によって，これは春の品種

の抗フッ素の特徴を利用し，秋養蚕の産出量を上昇させ

るためである。

古い部屋を改造したものである。加温設備は，

簡単な電気及び火力の加熱設備である。温度の

コントロールは自動ではない。朱家の電気設備

は朱家兜村の中では先進的なものであるという。

農村地域では， 1990年代後半から深刻な電力の

供給不足が問題となっている。村の多くの世帯

が依存しているのは火力である。よく使われて

いる燃料は，前年桑園で、切った桑の枝であり，

自動温度調節設備は大変珍しい。

3 伝統産地における生産条件の悪化

まず，糸綱公司の数次にわたる改組，そして

養蚕及ぴ蚕糸業の各部門の性質及び所属関係が

変動したことによって，養蚕業及び蚕糸業の各

部門間の利益矛盾が生じた。その結果，全体的

に繭の生産量が滅少，繭質の悪化と共に，繭価

格変動も激しくなり，結局農民の養蚕収入が大

きく変動したことは 養蚕業及び製糸業の発展

の動揺につながった。

どころが， 1983年以降，養蚕農民にとって，

既に養蚕は唯一の現金獲得手段ではなくなり，

多様な換金作物農業の発展に伴って，農民の選

択肢は多様化してきた。多くの養蚕の伝統産地

は大都市の周辺に立地している。都市化の進展

とともに，大都市の野菜や果物の需要が急増す

る一方である。この需要に応じて，伝統産地で

は，野菜，果物，花井などの栽培が急速に発展

してきた。その結果，都市周辺の地域では，菜

園用地の 1ムーあたりの収益は，養蚕用桑園よ

り遥かに高くなっている。無錫市の拡大と無錫

の養蚕業の衰退はその典型的な例である39)。

そして，工業の発展によって，工場建築のた

めに耕地が転用され，工場が桑園のすぐそばま

で，拡張していることもよくみられる。しかし，

養蚕業最大の脅威となっているのは，工場生産

の廃棄物による汚染問題である。例えば，湖州

では近年，家具加工業，レザー加工業，特にレ

ンガやコンクリートなどの建築材料製造工場の

発展が目立つ。このような工業の廃棄物には

39) 2005年7月，江蘇省無錫市指導桔の祁桔長に対する聞

き取り調査による。
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フッ素が多く含まれている。このフッ素汚染は

養蚕業に大きな被害を与えている。 1982年5月

に湖州及ぴ周辺の海寧，桐郷，徳清の約 2400

krrfの範囲で，蚕に深刻なフッ素中毒症状が起

きた40)。この中毒事故によって， レンガ工場や

ガラス工場によるフッ素の汚染問題は，湖州及

び周辺地域の政府部門で重視されるようになり，

翌年の養蚕時期には工場に一ヶ月の火止めが要

求されるようになった。

ところが， 1986年5月に，第二次フッ素中毒

事件が起きたのである。第二次中毒事件では，

中毒と誘発蚕病を合わせると，繭産量は 2940t 

の損失に達した41)。湖州では小規模のレンガ工

場が増え続けていたが政府の要求はあくまで

も一部の大規模な製造工場までしか伝えられず，

重要な汚染源となる分散立地型の小規模工場ま

では規制が行き届かず，汚染状況も続き，養蚕

業に対する被害が繰り返されていったのである。

農業や工業の発展により，桑園が水田や畑へ，

工場建設用地へと転用されること頻繁に発生し

ている。耕地整備，工場や農村改造など土地の

利用状況を大きく変える動きが強まるに伴って，

桑園の立地状況や連担性が悪化し，桑園の零細

化が深刻になった42)。

湖州のような伝統産地は，同時にコメの産地

でもある。養蚕農民が養蚕及ぴコメの栽培の双

方に従事するのは一般的な農業生産のパターン

である。したがって，桑園を水田に改造し，水

田を桑園に改造することは珍しくない43)。しか

40) このフッ素中毒により，湖州市区だけで蚕の60%以上

が被害にあい，繭産量は 210tも減産した。

41) 夏玉如・裳世君主編 [1997] 163ページ，及びi折江省

桑蚕志編纂委員会編 [2004]37ページ。

42) 例えば，斯江省の2000年の桑園面積114.6万ムーの中

で，零細桑園は約11.3万ムーあり，連担している桑園は

約103.3万ムーである。 2000年に実際に収穫していた桑

園面積は約106.3万ムーなので，実際に利用された零細

桑園面積は，僅か 3万ムーであり，残り 8.3万ムーの桑

園は利用されていなかったことになる。

43) 筆者が調査した養蚕地域では，水田の周りの土地を利

用して，桑を栽培したり，あるいは数十ムーも連続して

いる桑園の真ん中に 1ヶ所だけの 3ムー程度の桑聞を水

田に転換したりしており，桑及び稲が混雑している状況

がよく見られた。

し，このような桑園では，風の多い養蚕時期に，

稲作用に撤かれた農薬に桑が汚染される可能性

が非常に高い。稲作用の農薬による養蚕被害は，

近年増加している。上述のように一度被害に

あった養蚕農戸は，損失が余りにも大きいため，

回復は難しい。一年の最も養蚕量の多い春に，

政府部門から蚕の農薬中毒に注意するよう通知

があるが，すべての農民まで通知すること難し

い。被害にあった農民には補償がなく，根本的

な問題は改善できていないといえる。

伝統産地では，工業発展による農業労働力の

流出がますます深刻化する一方で，桑園整備が

不十分なため，各養蚕農戸が使用している桑園

は分散し，桑園の管理や桑葉の運搬などの労働

量は過重となっているうえ 労働力不足問題が

一層深刻になっている。この問題に対し，域外

労働力の雇用による，養蚕労動力の補充が行わ

れている44)。しかし まず第一に域外労働力

は，養蚕技術に不熟練なので繭の産量及び品質

が保障できない。第二に，域外労働力の雇用に

よって養蚕の生産費用が上昇するという問題が

解決できない。

当然，養蚕業の衰退によって，その地域の製

糸工場では繭原料の調達が困難となり，製糸工

業の衰退の原因となることが考えられる。

伝統産地の養蚕業は複雑で深刻な問題に直面

している。この現状を改善するためには，政府

部門の政策の重視，養蚕系統の各部門の関係の

調和，そして養蚕農民の積極的な協力がなけれ

ばならない。

111 新興産地一一江蘇省海安県の事例

1 海安県の地理条件および農業，養蚕状況

海安県は江蘇省の中部，長江の北岸に位置す

る。海安は国道204号と328号の交差点であり，

交通の要所でもある(前述の地図参照)。総面

積は約 1108krrf，沿岸線は約 8.5kmである。県

44) 実際に，筆者が調査した幾つかの伝統産地でも，養蚕

の忙しい時期は他省から住み込みの形で，湖州は食事を

含め日給約20元，無錫でも日給約30元で，養蚕の臨時労

働者を雇用していた。
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第 3表 海安県家禽類および養蚕業の産出額の推移 (単位:万元)

家禽類産出 養 蚕 業 産 出
農業総産出

産出額 総産出に占める割合 産出額 総産出に占める割合

1999年 332，445 101，688 30.59% 21，408 6.43% 

2000年 338，213 103，160 30.50% 28，163 8.33% 

2001年 351，944 102，255 29.05% 32，934 9.36% 

2002年 365，538 118，630 32.45% 31，717 8.68% 

資料:海安年鑑編纂委員会編「海安年鑑.12003年版，方志出版社， 351ページ，付録より作成。

内の耕地面積は84万ムーあり，県内の農業人口

は62.6万人で，総人口の約64.4%を占めてい

る45)。臨海に位置する海安県では，漁業が発達

し，コメの産地及び家禽の飼育地としても有名

である。特に，家禽の総生産額は農業総生産額

の約30%を占めている(第 3表)。

岡県では，建国前および建国初期の蘇南地域，

つまり長江の南側の地域と比べると，養蚕業は

それほど盛んではなかった。 1980年年代以前，

海安県の養蚕は殆ど少量な家内需要生産に過ぎ

なかったが1980年代から急速に発展してきた

(第 6図)。現在多様化する海安県の農業生産の

中でも，養蚕業の発展は著しい。特に，養蚕業

の伝統産地の多くが衰退し始めた1994年以来，

海安県では，耕地面積の減少が進む一方で，桑

園面積は1994年の13万ムーから2005年の18万

ム_46)まで増加し 史上最高水準となっている。

繭産量からみても， 1980年の約3400トンから

2003年の約17300トンまで伸びてきた。

伝統産地の衰退しつつある状況と大きく異

なって，海安県の養蚕業は，いかにしてこのよ

うな急成長を遂げていたのか，本稿では海安県

を新興産地の典型的な例として，蚕糸業の生産

方式からその原因を探りたい。

2 新興産地における蚕糸業の生産構造

養蚕業と製糸業の興廃は緊密に連動している。

伝統産地では養蚕業の衰退が製糸業の発展を阻

45) 海安年鑑編纂委員会編『海安年鑑.12003年版，方志出

版社。

46) ri海安県土地志』中央文献出版社，出版年不明。

害したことが明らかになった。しかし，新興産

地の状況は伝統産地と正反対になる。新興産地

では，製糸業つまり巨大製糸メーカーの発展は

養蚕業の急成長を促進している。このような巨

大製糸メーカーは養蚕業 製糸業及び絹織業を

コントロールすることができる「龍頭企業」と

呼ばれるリーダ企業である。海安県の「龍頭企

業jは旧「江蘇省海安糸綱公司」であり，これ

は1994年に改制し， I塞縁繭糸綱集団股傍公

司J(以下「塞縁公司」とする)と改称している。

1) I塞縁公司」の設立

旧「江蘇省海安県糸綱公司」は， 1994年に江

蘇省政府の許可を得た上で，固有企業から株式

会社へ改制し，海安県にある当時の繭収供総姑，

糸網外貿公司及び海安県製糸場を合併し， I江
蘇省海安市繭糸綱集団股イ分公司jを設立した。

「塞縁公司jは蚕種から，生糸，シルク生地及

びアパレル製品までの生産を展開している。そ

の製品には， I轟縁」というブランド名を付け

た。 2004年から「糸綱公司」という呼び方から

正式に「謹縁繭糸網集団股扮公司」と改名して

いる。

「塞縁公司」は1.1億元の資本金で設立された。

公司の傘下に，製糸工場を10ヶ所，買収した 5

工場の合計15の製糸工場，および3つの絹織工

場，買収した 1工場の合計4工場，それに， 2 

つの新設のアパレル工場および1つの絹糸紡績

工場を有している。

「塞縁公司jは，海安県にある11.4万戸の養

蚕農民と「桑蚕鮮繭売買合同jという「売買契

約」を結び，各郷鎮にある25の子会社を通じて，
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(トン) 第 6図 海安県の繭生産量の推移
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資料:1994年以前のデータは『海安県土地志』中央文献出版社， 116ページの表4-7より作成。 1995年以降は海安年鑑編纂

委員会編『海安年鑑』各年版，方志出版社より作成。

桑の栽培から，蚕種の配送，繭の収購までの全

過程で厳密な管理を行っている。

新興産地の一つ海安県には，養蚕系統では伝

統産地の同様に糸綱公司，製糸工場，指導結お

よび養蚕農民といった部門がある。しかし，新

興産地における各養蚕部門間の関係は，伝統産

地と大きく異なっている(第 7図)。

海安県の指導姑は， I塞縁公司」の改制前に

おいては一つの下級部門であった。現在，指導

姑は海安県農林局の下に戻り，政府部門となっ

ているが， I塞縁公司」との関係は深く，株式

会社になった「塞縁公司」と政府部門との連携

役となっている。

2) I公司+工場+農戸」の運営方式

「謹縁公司Jの具体的な運営方式は， I公司十

工場+農戸Jというものである。この運営方式

によって，海安県の養蚕業及び製糸業の生産系

統は効率的に統合されている。

まず， I公司」とは即ち「重量縁公司」を指し

ている。「塞縁公司jは，桑の栽培から，養蚕，

繭の収購，製糸及び、アパレル製造までの蚕糸業

及び絹織業に至るまでの，海安県の全養蚕系統

に対して指揮権を発揮している。伝統産地の養

蚕系統の断裂状態と異なって， I謹縁公司jは

蚕業の流れにおいて， I指導姑」を通じて政府

部門の協力を得て 海安県の蚕糸業管理の役割

を果たし，各部門間の利害，関係を調整して

いる。

次に， I工場」とは， I轟縁公司J傘下にある

幾つかの製糸及び織工場を指しており，つまり

製糸業及ぴ絹織業を意味する。各工場の原料の

調達や，製品の処理は，全て重量縁公司の指令を

受けているのである。生産計画や定価なども，

重量縁公司が各年の繭原料の量と質によって決め

る。塞縁公司は，外貿公司の合併吸収によって，

糸綱製品の及び繭の輸出権を得ており，乾燥繭

から，生糸，絹生地及びアパレルの各段階の製

品全ての輸出を手がけている。最後に， I農
戸jとは，養蚕農戸を指している。 2005年時点

で海安県の11.4万戸の養蚕農戸の約98%が塞縁

公司との契約生産を行っている。この契約生産

方式は， 2000年春から始まり，当時全県農戸総

数の95%に当たる 約10万戸の養蚕農戸が重量縁

公司と契約していた。この契約は 1期 5年であ

り， 2004年8月に 2回目の契約を調印した。

護縁公司と契約を結んでいる農戸は，約 5戸

単位で，総産量は500kgを超えない程度の組

合47)を組織している。そして，海安県の養蚕活

47) 中国語で「組合」はグループという意味である。本稿

では中国語の「組合」を用いる。
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海安県の養蚕系統図第 7図

司
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共同技術指導

本部は，現場の各養蚕農戸まで緊密な連携体制

を築いている。

伝統産地では「糸綱公司」と養蚕農民は分離

状態にあるが，新興産地の 1つである海安県で

は， I重量縁公司jと養蚕農民はこの繭の「売買

契約jで緊密に繋がっている。この契約は，主

に技術指導及び収購価格の 2つの面で公司と農

民の関係を定めている。 タ

まず，技術指導の面について， I契約」には，

「公司」は直接に，あるいは「指導描Jを通じ

て，養蚕農民に優質な蚕種，科学的な新技術を

提供し，桑の栽培及び養蚕労働の前，最中及び

後に一連のサーピスをし，繭の生産量及び品質

を高めるという目標を達成したいJ48)とある。

つまり， I重量縁公司」は，養蚕農民に対して桑

の栽培と養蚕の技術指導を「契約Jで明確に義

務付けているのである。同時に，同「契約」で

は， I養蚕農民は桑の品種の更新，養蚕の設備

の改進などの際に公司から指導および補助を受

48) 契約の内容に関しては，すべて2005年7月「轟縁公

司」より筆者が得た『桑蚕鮮繭売買合同』の中国語原文

の一部を日本語に訳したものである。

昼1-，極「
市

町
~é冶

資料:2005年 7月の海安県における調査より作成。

動は組合ごとに展開しており，組合ごとに収穫

した繭を収煤描へ販売する方法を， I謹縁公

司」内部では， I組合収繭」と呼んでいる。組

合内の養蚕農民の中から，養蚕経験を備え，親

切で人望のある一人が，組合の責任者の組長に

選ばれる。誰と組合を作るのか，誰を組長にす

るのかは，すべて組合の養蚕農民自身が決める。

各組長は自分の組合の状況を常に把握し，塞縁

公司の指示を受けて組合の各農戸に伝える。組

長は，蚕種の注文から蚕種の配送，稚蚕共同飼

育室の管理，養蚕過程の技術監督，繭収穫後の

組合ごとの，収供姑への出荷など，養蚕に関す

る全てのことに関わり，極めて重要な役割を果

たしている。「塞縁公司」が，各組の状況及び

組長の業務状況を把握し 記録に残す。そして，

組合の繭生産量及び繭の品質に応じて， I塞縁

公司J は各組長に 1 ヶ月 30~50元の手当てを支

払っている。

組長を直接管理しているのは，各郷，鎮にあ

る子会社である。そして「塞縁公司」の本部は

各地の子会社を管理する。このように，伝統産

地の散漫な養蚕部門関係と異なって，轟縁公司
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ける権利が保証されている。同時に，養蚕農民

は指導および補助を受け，収穫した生繭の全て

を公司が定めた生繭の収購の標準に従い，公司

に販売する義務がある」とされている。養蚕農

民は公司の指導を受けると同時に，収穫した繭

の全量を公司に販売しなければならないと約定

されているのである。

次に，収購価格に関しては，繭価格の変動に

対応するために， i契約」では， i①塞縁公司の

指導を受け，公司の収購標準に達した生繭を

1 kgに対し，門市繭49)の収購価格より 1元高

く収購する。②シルク市場が安定状態であれば，

公司の収購価格は国家の指導収購価格及び周辺

地域の収購価格より高く定める。③繭価格暴落

の際に，公司は当期市場価格より高い保護価格

で養蚕農民の生繭を収購するJと，価格保障す

ることを定めている。

以上のように， i塞縁公司jは桑園を 1ムー

も所有していないにもかかわらず，海安県の養

蚕農民との契約生産によって，公司経営のメイ

ンとなる製糸と絹織工場用に高品質の繭原料を

確保することができたのである。

3) 多様な養蚕補助制度

塞縁公司は農戸との緊密な連携体制を利用し，

繭の品質及び生産量を高めるために，桑の栽培

および蚕の飼育において積極的に新技術を導入

している。具体的には以下のような補助政策の

運用を通じて，養蚕業を展開していった。

1983年当時，海安県には零細桑園が多く，品

種も統ーされていなかったので，桑葉の質及び

産量の低水準が繭生産の大きな障害となってい

た。塞縁公司は，桑園整備と桑品種の更新に尽

力し，海安県の農政部門と共同で大規模な桑園

改造を推進した。

塞縁公司の桑園整備には 2つの特徴がある。

①水田と桑園の立地関係及び桑園の連担性

の重視。零細桑閣が多く，食糧生産用の水

田や道路，住宅が桑園を分断していたため，

桑園用地の再計画では水田の位置を調節し，

49) r門市繭jは「轟縁公司jと契約していない養蚕農民

の繭のことを指している。

耕地整備などの方法を通じて，分散した桑

園を団地化した。これにより，水田農薬に

よる被害は減少し，桑園面積が拡大したと

同時に，濯瓶及び肥料使用の効率も上昇

した。

② 桑園改造費用の補助。桑園改造の費用は，

塞縁公司と県政府から50%ずつ合計100元/

ムーの改造補助が与えられ，養蚕農民が負

担するのは残りの僅かな不足部分となる。

この補助政策によって農民の負担は大幅に

減り，積極的に桑園整備が行われていった。

この結果， 2005年春までに，海安県内には

1000ムー以上の連担桑園が20ヶ所， 100 

ムー以上の桑園も30ヶ所に達している。現

在18万ムーの桑園面積は，総農業生産面積

の4分の 1も占めている。

蚕種に関しては，塞縁公司は，蚕種生産及び

蚕種の経営権を有し，海安県の蚕種場に投資し，

生産設備を改造し 「塞縁」というブランドの

蚕種を生産している。公司及び指導姑の指導を

通じ，塞縁公司と契約している養蚕農民は，全

て「塞縁J蚕種を飼育している。「塞縁」蚕種

の質が良いことが一つの要因である。加えて，

「塞縁」蚕種では，蚕種 1枚当たり卵の粒数が

一般の蚕種より 2千粒多いこと50)も，重要な要

因となっている。これも議縁公司の一つの補助

政策であるといえる。

塞縁公司から，一枚の蚕種に対し 1元が補助

される。しかし，この 1元は現金の形で農民に

与えられるのではなく，蚕種1枚当約2000粒と

いう卵の増加の形で表される。これにより，養

蚕農民は同じ資金投入額で繭の産出量を増やす

ことができ，収入の増加につながるのである51)。

50) 蚕種一枚あたり，卵の量では，国家の蚕種法には明確

な規定は無いが，養蚕業界内部では一般的に25000粒前

後である。塞縁公司が県内で生産される蚕種を一枚当た

り， 2000粒を増加する政策に対し，無錫にある江蘇省蚕

種場の責任者は「不正競争jであると批判した。このよ

うに，養蚕業界内部の規則などの問題をめぐって，伝統

産地と新興産地の聞の競争は日々鮮明になっている。

51) 2000粒の卵を100%営繭できると仮定して計算すれば，

約 4kgの繭ができ，一担1000元の価格で 1元の卵の算

出は80倍に増加できる。
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海安県の稚蚕共同飼育率は伝統産地より高い

ので，蚕種の鮮化率も比較的高い。共同飼育室

は養蚕農民の組合単位で設置され，使用及び管

理は共同で行う。一般的に，養蚕量の多い組合

は単独の共同飼育室を一つ持っている。小規模

の組合の場合は 2， 3組で一つを共用している

場合が多い。共同飼育室の改築及ぴ新築の際に，

組合は塞縁公司から一定の補助を受け取る。共

同飼育室は電力を利用した加温設備が多く，多

くは自動温湿度調節設備も備えている。一台約

500元の自動調節設備を新たに設置する際には，

塞縁公司から50%が補助される。同時に，各地

域の塞縁公司の子会社から，共同飼育室の設備

の使用や管理方法についての技術指導も行われ

ている。このような制度により， 2005年には，

海安県の稚蚕共同飼育率は80%以上に達して

いる。

海安県の養蚕農民が「稲草族」を使用してい

たが，繭の品質を高めるために，塞縁公司では

契約している養蚕農民は市場価格約0.8元/枚の

方格藤を購入する際に 轟縁公司から一枚当た

り0.1元の方格藤補助を受け取る。補助だけで

はなく，塞縁公司は方格族にかかるコストを削

減するため，養蚕の少ない夏場を利用し，方格

族の作り方を養蚕農民に教えている。これによ

り，養蚕農民は僅かな原材料費のみで方格族を

使用することができる。 2005年時点で，方格族

の使用率は95%以上に達している。

海安県内には，二つの繭収購価格規制がある。

一つは，伝統産地と同じく「市場価格Jである。

もう一つは，重量縁公司が契約農民の繭を収購す

る際に用いる「重量縁価格」である。海安県市場

定価は，他の伝統産地と同様に，塞縁公司を含

む養蚕業の関連する各部門が参加する懇談会で

定める仕組みである。

繭の市場価格が下落しても，塞縁公司が契約

した養蚕農民の繭の収購価格は，同年の食料と

なる農業生産品の価格よりも高く維持するとい

う保障政策がある。このように，農民の収益を

保障できると同時に，海安県にある桑園面積も

保障できる。

繭市場価格が暴落した1994年に，市場の僅か

4元/kgの収購価格に対し，差益縁公司は約3000

万元の損失を負って海安県の養蚕農民に10元

/kgの価格を保障した52)。当時，蘇南の伝統産

地の養蚕農民は養蚕業のみでは収益を確保でき

ず，養蚕をやめ，桑園を放棄する現象が起きた

が，海安県ではそのような事態は殆どなかった。

これら以外にも，毎年生産した生糸の利潤の

一部を養蚕農民に返還する「二次返還」という

政策がある53)。このように，多様な補助政策を

うまく運用し，養蚕コストを削減し，繭の品質

と養蚕農民の利益を緊密に連携した結果，養蚕

農民が積極的に技術革新を行うようになってき

たといえる。そして，繭の生産量と品質が高ま

り，養蚕農民の収入が増えるという好循環が海

安県において形成されたのである。

以上で述べたように，議縁公司は養蚕業から

製糸業までの生産及び流通をコントロールし，

蚕糸業における指揮権が十分発揮している。同

時に，養蚕農民の利益を考慮し，積極的に養蚕

農業の生産に取り組んでいる。 海安県の養蚕業

の発展は，製糸業の発展要求を満たすために，

急速な展開を見せている。海安県では伝統産地

と異なる製糸業，とりわけ工業の発展による養

蚕業の発展という 新たな発展様式を築いてい

るといえる。

3 新興産地の養蚕農民の事例

2005年現在， 40歳になる陳甲銀さんは，同じ

年の夫と14歳の娘， 6歳の息子と60代の夫の両

親の一家 6人で暮らしている。娘と息子を除い

て，陳氏夫婦と夫の両親の 4人は一家の農業労

働力となっている。

陳氏の一家(便宜上，以下陳家とする)は，

合計9ムーの耕地を使用している。そのうち，

桑園面積は 6ムーであり，残り 3ムーは水田と

なっている。水田で生産しているコメは一家の

52) 2005年7月，塞縁公司の常務副総経理孫氏に対する聞

き取り調査による。

53) 2005年 7月，海安県での開き取り調査による。 2001年

には約618万元， 2003年に870万元，生糸市場が不安定な

状況だった2004年でも 986万元を，養蚕農民に返還した。
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食糧を保障し，余剰はすべて販売している。家

の周辺の空き地を利用して，菜園を作っており，

野菜なども自給できるという。

陳家は1983年から養蚕を始めた。桑の品種は

「塞縁公司」の大公鎮分公司の指導を受け，公

司から桑苗を購入し， 2005年時点では全て新品

種に更新したという。この品種は前の品種より

約20~30%の増量が期待できる品種である。養

蚕量に関しては，春に 9枚，秋に11枚程度で，

年間20~21枚の蚕を飼育している。海安県の夏

は気温が高いため，夏の養蚕量は非常に少ない

という。桑の品種と蚕の品種はすべて「塞縁公

司」の指導であり，海安県で統一しているとい

う。年間20枚の養蚕労働は，陳家の 4人の労働

力でも，とても追いつかない労働量である。春

と秋の養蚕の 4齢期から上藤までの約10日の聞

には， しばしば 1~2 人の臨時労働者を雇って

いる。

陳家では養蚕以外にも母豚 1頭と子豚4頭，

鶏1200羽を飼育している。子豚は 1頭から約

100元の収入を得ることができる。鶏は主に産

卵用鶏で， 1年間で鶏卵の売上は約 1万元であ

る。飼育している豚と鶏の一部は自食用である。

陳家は軽トラックを 1台所有し，夫が運転し

ている。陳家は鶏卵や桑葉や繭の運搬など，自

家の農業仕事のために， トラックを使っている

が，農閑期には，夫が海安県外へ出稼ぎし，臨

時の運送業の仕事もしている。海安県内では，

陳家のように，自動車を所有する農戸は少なく

ないという。自動車を使用することによって，

生産性が高まり，養蚕量も増加した。伝統産地

では未だに人力車で桑葉を運んでいるが，新興

産地の海安県は次第に養蚕業の機械化を進めて

ゆく傾向が見られる。

陳家は海安県の典型的な養蚕農戸である。桑

園と水田を営み，養蚕と並行して鶏，豚や羊な

どを飼育している。家畜の排植物は桑園と水田

のよい有機肥料となっている。これによって，

有機肥料の比率が上昇することで桑葉の品質も

高まり，化学肥料の費用を節約できる。そして，

桑葉で養蚕し，蚕の食べ残りの桑葉や排地物蚕

沙は家畜の飼料になり，家畜の飼育コストもあ

る程度削減できる。農家内部で農業生産の有機

循環を形成しているのである。

おわりに

本稿では，ここまで，現代中国における蚕糸

業の展開過程を分析することによって，養蚕業

が主導して蚕糸業が発展してきた伝統産地に代

わって，製糸業が主導しながら，養蚕業を統合

して発展しつつある新興産地の台頭を析出し，

近年における中国蚕糸業の発展メカニズ、ムを解

明した。

1983年「請負J政策の施行以降，中国の養蚕

業は「個人養蚕」へ移行した。その後， 1980年

代と1990年代に起きた 2回の「繭大戦」と1990

年代末からの「糸網公司」の改制をへて，現在，

中国の蚕糸業は「伝統産地」と「新興産地Jと

いう 2つの根本的に異なる発展様式によって支

えられているといえる。

ここでは，伝統産地と新興産地の養蚕農民の

状況に基づき，両産地の性格を比較し，総括す

る(第4表参照)。

まず，農民の状況について。豊かな蚕糸文化

のある伝統産地の養蚕農民は，近年養蚕に頼っ

ていた現金収入が不安定となり，桑園面積を減

少しつつある。代わりに，食糧を確保するため

に，使用している耕地面積の 6割近くはコメ生

産の水田となっている。桑園面積が減少し，養

蚕業生産が減ることとともに，養蚕業生産のた

めの資金投入も最低限まで減少している。例え

ば，桑葉の運搬手段や，稚蚕飼育設備の更新，

族具の更新などの投入は極めてすくない。そし

て，深刻な労働力不足問題を抱えつつも，子供

世代の労働力が，養蚕業ないし農業から離れ，

より安定した収入を得るために，出稼ぎ労働者

として都市周辺の工場などで働くことが増えて

いる。このように，伝統産地では，養蚕業の伝

統を引き継ぐ担い手が減りつつある。

一方，新興産地では，養蚕収入を新たな現金

収入として営むことになっている。新興産地の

農民，例えば，海安県の陳家は使用している耕
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第4表伝統産地と新興産地の養蚕農民状況対照表

伝統産地 新興産地

湖州一朱家一 海安一陳家一

耕地総面積 7ムー 9ムー

桑園面積/総面積に占める比率 3ムー/42.85% 6ムー/66.67%

養蚕量(年間) 17枚 21枚

水田/総面積に占める比率 4ムー/57.14% 3ムー/33.33%

家族状況 51朱氏 41妻 19長女 11次女 40陳氏 40夫 64母 66父 14娘 6息子

労働力 2人:朱氏妻 4人:陳氏夫母父

他の現金収入 100羽のウサギ及び自食用10羽鶏と家鴨 1200羽鶏， 5頭豚

農業労働状況 自転車で運搬 人力とトラックなど

肥料状況 主に化学肥料 有機肥料と化学肥料の配合

桑園整備 無補助，自力で整備する 轟縁公司によって，統一的に整備する

桑園分散状況 分散 統合

稚蚕共同飼育室 火力保温 自動加湿，保温設備

藤具 プラスチック制折張 方格競

収購状態 戸単位 農民グループごとで収購

収購価格の決定 座談会方式。養蚕農民は弱い立場に立つ
公司を中心な座談会で決まる。農民の利益は公

司の利益と一致する。

新技術の推進 指導描 轟縁公司及び指導描

養蚕規模を規制する要因 労働力及び桑園面積に合う，示沼戸である 労働力充足，技術有用，機械だより，支援あり

指導描 人員不足同時に改善できない 人員不足が『公司Jとの協力も効果あり

所有権が暖昧のため，破産したりし，地理的分 収供姑は公司の所有であり，地域内の分布は繭

収供拍の状況
散で，養蚕農民にはとても不便の状況となる。 を買い集めためで，農民には便利である。収供

そのため，繭の収購量は生産量より少ない。収 設備は更新し，効率は高まり，収供能力は高い。

供設備は低下。 地域内生産の繭は多く集まること可能。

蚕種や，繭の収購の許可及び経営権は蚕種場， ともに『公司Jもとであるので，各許可や経営

地域内の経営権競争問題
指導姑，糸綱公司それぞれで所有し，権力分散 権力は集中し，利益関係も統一しているとみら l

によって，利益の不統一問題が生じ，共同発展 れ，共同発展によって，全地域の養蚕は急速に

はとても困難である。 発展している。

外来労働雇用の効率 技術が不熟練で養蚕業に悪い影響。
捌肌…ある程度養蚕側室|

備わっている。

工業による汚染問題 汚染問題は重大，解決できていない。
汚染問題山開発言力恥で|

養蚕業優先の立場であり，目立たない。

農薬汚染問題
桑園改造の不完全による汚染問題は法令による 桑日叶吋吋低一|
改善は難しい。 少。

注 1): IムーJは中国の面積単位である。 1ha=15ムー。

2) :朱氏，金氏及び陳氏は聞き取り調査を行った相手である。

資料:2005年現地調査により作成。
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地のうち 6割以上を桑園に，一家の食糧をぎり

ぎり充足できるように水田を約 3割まで減らし

ている。陳家の戸単位当りの養蚕量は伝統産地

の朱家と金家よりはるかに多いことが第 4表か

ら分かる。そして，陳家は二世帯渡って養蚕労

働に従事し，養蚕生産にはトラックなどの機械

も使用している。伝統産地と比べ，新興産地養

蚕業の労働生産性はかなり高いレベルにあるこ

とがうかがえる。

そして，産地の政府部門及び製糸企業の姿勢

の違いがある。伝統産地では以前蚕糸業を統一

して管理していた「糸綱公司Jが，中央政府の

政策の変動による体制改革を経て統一管理の役

割を失った。したがって，蚕糸業の各部門が分

散し，部門間の連携も弱まり，繭市場に対する

統制力が弱まった。その結果，繭価格がかなり

不安定な状況に陥り 繭の流通も無秩序な局面

が発生した。伝統産地の製糸工場や指導桔も，

大きな影響を受けていた。人員や資金不足の状

況で，指導立占が養蚕の技術指導を十分行うこと

ができず，伝統産地では，新技術の推進状況は

新興産地よりかなり遅れている。

一方，新興産地では，巨大製糸メーカーに

よって，蚕糸業の各部門，養蚕農民から製糸工

場まで組織されている。そのなか， トップに

立っている巨大製糸メーカー「公司」が養蚕農

民に技術指導を行うと同時に，桑園及び耕地の

整備，繭の流通管理，地域内製糸工業への繭原

料の調達管理，製糸及び織物の生産，さらに，

繭価格の設定，政府部門と交渉するまで，新興

産地蚕糸業の全て，統一してコントロールして

いる。特別に，蚕糸業に最も重要な養蚕農民に

対して， I公司」は蚕種から桑園整備，さらに

族具の更新に至るまで多様な補助政策を設け，

養蚕農民の養蚕による収入の安定を最大限に確

保している。

以上で分析したように，伝統産地にある蚕糸

業の各部門は分散し連係が弱化している。なか

でも特に養蚕農民の減少が進行し，繭の生産量

及び品質が落ち，製糸工場の原料不足が深刻な

状況になりつつある。これに対し，新興産地は

「公司Jの統一的コントロールによって，蚕糸

業の基礎にある養蚕農民を確保し，繭の品質を

高めると同時に生産量も増加し，製糸メーカー

である「公司」自らの成長を実現している。こ

のように，伝統産地が衰退する一方で，龍頭企

業を中心に新興産地が台頭している状況が明白

となっている。今後の中国の蚕糸業の生産構造

を展望するならば，龍頭企業が牽引車となりな

がら， I新興産地」が「伝統産地」を凌駕して

いくものと考えられる。

龍頭企業と養蚕農民の聞に行われている契約

生産はアグリビジネスと極似であると考えられ

る。龍頭企業のアグリビジネス性格に関する研

究は非常に重要であり，今後の課題にしたい。
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